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３月２日、国内有数のセツブンソウの自生地である総領町で、節分草祭が開催されました。３月２日、国内有数のセツブンソウの自生地である総領町で、節分草祭が開催されました。
（関連記事：16 ページ）（関連記事：16 ページ）

春を告げる花「節分草」祭
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ご
ショット
な みま

「
庄
原
が
好
き
」
で　
　
　
　

つ
な
が
ろ
う

　

家
族
が
好
き
。子
ど
も
が
好
き
。

友
だ
ち
が
好
き
。
地
域
が
好
き
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
自
発
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
皆
さ
ん
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
ん

だ
」「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い

る
ん
だ
」
な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
庄
原
の
魅
力
を
再
発
見
し
、

も
っ
と
好
き
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
募
集
中

　

家
族
の
つ
な
が
り
や
子
育
て
の

こ
と
、
地
域
で
の
活
動
や
美
し
い

自
然
風
景
な
ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
会
員

制
交
流
サ
イ
ト
）
を
使
っ
た
投
稿

自
治
定
住
課
自
治
定
住
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
９

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

庄
原
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し

て
く
だ
さ
い
。
投
稿
に
は「
＃
庄

原
が
好
き
」を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
こ
れ
ま
で
投
稿
さ
れ
た

「
＃
庄
原
が
好
き
」
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

市 民 の ペ ー ジ

父母より：泣き虫な甘
えん坊ちゃん。いろん
な経験をして笑顔いっ
ぱいで過ごそうね♪

佐さ
く
ら倉　

す
い
ち
ゃ
ん
（
実
留
町
）

Ｒ
５
年
７
月
24
日
生
ま
れ

父母より：
これからもたくさん食

べて元気に大きくなっ

てね！

天あ
ま
ね根　

悠ゆ
う
ひ陽

く
ん
（
三
日
市
町
）

Ｒ
４
年
11
月
21
日
生
ま
れ

東
城
き
ん
さ
い
市

「
東
城
き
ん
さ
い
市
」
へ　
　
　
　

出
荷
し
て
み
ま
せ
ん
か　

　

東
城
町
の
東
城
き
ん
さ
い
市
は
、
中

国
自
動
車
道
東
城
Ｉ
Ｃ
の
南
、「
道
の
駅

遊
Ｙ
Ｏ
Ｕ
さ
ろ
ん
東
城
」
に
隣
接
す
る

産
直
市
で
、
東
城
町
産
に
こ
だ
わ
っ
た

農
産
物
や
加
工
品
・
工
芸
品
な
ど
を
数

多
く
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
店
内
の
一
角
に
あ
る
実
演
販
売

施
設
「
比
婆
」
で
は
、
地
元
産
品
を
使

用
し
た
、
た
い
焼
き
や
た
こ
焼
き
、
人

気
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
を
販
売
し

て
お
り
、
本
年
度
か
ら
は
パ
テ
ィ
シ
エ

手
作
り
の
ス
イ
ー
ツ
を
販
売
す
る
予
定

で
す
。

　

平
成
７
年
に
12
人
の
出
荷
会
員
で

開
始
し
た
産
直
市
で
し
た
が
、
現
在
は

会
員
数
が
１
６
０
人
を
超
え
、
年
間
約

８
万
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

【
東
城
き
ん
さ
い
市
】

営
業
時
間

８
時
～
17
時

定
休
日

年
末
年
始

このコーナーは、
営農指導員から、農業のちょっと
したコツを、お知らせします。90

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
営
農
指
導
員
か

ら
農
業
の
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
作
っ
た

野
菜
な
ど
を
出
荷
で
き
る
農
産
物
直
売

所
を
紹
介
し
ま
す
。

特
産
品
館

「
特
産
品
館
」
へ　
　
　
　
　
　
　

出
荷
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

総
領
町
に
あ
る
特
産
品
館
は
、
平
成

５
年
11
月
に
県
内
で
初
め
て
道
の
駅
と

し
て
登
録
さ
れ
た「
道
の
駅
リ
ス
ト
ア
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
内
に
あ
り
ま
す
。

　

特
産
品
館
で
は
、
地
元
で
採
れ
た
野

菜
や
米
、
生
芋
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
の
生

鮮
食
品
、
乾
燥
し
い
た
け
や
は
ぶ
草
茶

な
ど
の
加
工
品
、
地
元
の
人
が
作
っ
た

工
芸
品
、
銘
菓
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
敷
地
内
に
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ａア

ヴ

ェ

ニ

ー

ル

ｖ
ｅ
ｎ
ｉ
ｒ　

ｔタ

ウ

ン

ｏ
ｗ
ｎ
」
も
あ

り
、
本
市
の
特
産
品
を
使
っ
た
料
理
を

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
特
産
品
館
】

営
業
時
間　
９
時
～
17
時

定
休
日　

毎
週
火
曜
日
・
年
末
年
始

野
菜
作
り
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

番
外
編

出
荷
を
す
る
に
は

　

出
荷
に
は
、
特
別
の
要
件
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

年
会
費　
な
し

委
託
販
売
手
数
料

売
上
金
の
20
パ
ー
セ
ン
ト

（
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
者
）

売
上
金
の
21
・
６
パ
ー
セ
ン
ト

（
イ
ン
ボ
イ
ス
未
登
録
者
）

問
い
合
わ
せ

特
産
品
館

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
５
０

総
領
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
６
５

店
舗
外
へ
の　
　
　
　
　
　
　
　
　

幅
広
い
販
路
が
あ
り
ま
す

　

地
産
地
消
の
取
り
組
み
と
し
て
、
保

育
所
や
小
・
中
学
校
の
給
食
に
、
地
元

産
の
食
材
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
部
や
町
内
の
小
売
店
、
仲
卸
し

な
ど
に
も
納
品
し
て
お
り
、
大
量
に
生

産
さ
れ
た
商
品
で
も
余
す
こ
と
な
く
出

荷
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
珍
し
い
野
菜
を
取
り
扱
う
レ

ス
ト
ラ
ン
へ
の
納
品
も
あ
り
、
多
品
目

栽
培
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
人
へ
の
対

応
も
可
能
で
す
。

　

東
城
き
ん
さ
い
市
は
、
全
農
ひ
ろ
し

ま
共
通
ラ
ベ
ル
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、

全
農
の
産
直
市
へ
も
出
荷
が
容
易
で
す
。

出
荷
を
す
る
に
は

　

会
員
登
録
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
東

城
町
内
の
生
産
者
に
限
り
ま
す
。
ま
ず

は
、
東
城
き
ん
さ
い
市
運
営
協
議
会
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

入
会
金　
５
千
円
（
年
会
費
不
要
）

そ
の
他

　

年
に
２
回
程
度
、
消
費
者
と
の
触
れ

合
い
を
目
的
に
、
店
頭
で
の
販
売
の
補

助
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

東
城
き
ん
さ
い
市
運
営
協
議
会

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
４
８
４
０

東
城
支
所
産
業
建
設
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
０
０
８

▲ 2024 やほこフェスタ（＠ hibagon.village の投稿）

▲スノーシューで楽しむ
（@hiwamogura の投稿）

▲地域住民と花植え
（＠ takajichishinkouku の投稿）

公式インスタグラム

広報しょうばら／ 2025.4　2 3　2025.4 ／広報しょうばら



令和7年度 当初予算

財政課財政係  ☎0824-73-1129当初予算当初予算
　令和７年度当初予算は、10年間にわたる「第２期庄原市長期総合計画」の最終年度となることから、後期実施計
画に掲げる事業を着実に推進し、次期計画における施策の展開につなぐとともに、最重要課題である人口減少の抑
制に向けた取り組みを優先施策として位置付け、将来を展望したまちづくりを切れ目なく継続して取り組むため
の予算編成としました。
　なお、「第２期持続可能な財政運営プラン・後期実施計画」に基づき、歳入確保および歳出削減に努めましたが、物
価や労務単価の上昇が続く中、歳入歳出の収支均衡を図るため、財政調整基金から６億5,900万円の繰入金を計上
しています。

１人当たり：104.6万円 人口 ： 31,092人（令和７年１月31日現在）

　市民税では、令和６年度税制改正における定額減
税の終了に伴う個人市民税の増収に加え、賃金の上
昇や景気の緩やかな回復基調が続くことを見込み、
前年度比11.1％増の14億6,379万円としています。
　また、固定資産税では、新築による家屋の増を見
込むものの、減価償却の影響による償却資産の減な
どを見込み、前年度比0.2％減の19億3,252万円と
し、市税全体では前年度比4.1％増の37億9,708万
円を見込んでいます。

市　　税

　普通交付税の算定では、公債費分（市債の元利償
還金）などの減額を見込む一方で、人件費の増加や
物価高に対応した算定などによる増額を見込み、地
方交付税全体では、前年度から5,802万円増の142
億4,638万円を見込んでいます。

地方交付税

　第２期長期総合計画・後期実施計画に計上した
各事業を実施するための財源などを合わせて、41
億1,500万円を見込んでいます。
　主には、道路整備事業８億7,510万円、東小学校
の長寿命化事業などに係る小学校施設整備事業５
億8,730万円、市道の落石対策工事などに係る災
害防除事業４億8,840万円、備北地区消防組合の
本部庁舎建設などに係る負担金２億6,550万円な
どを予定しています。

市　　債

民生費
高齢者・障害
者 な ど の 福
祉、子育て支
援などに

25.4万円

土木費
道路・橋の整
備、公園・公営
住宅の管理な
どに

14.9万円

公債費
市債（借入金）
の元金と利子
の返済に

14.2万円

総務費
自治振興、生
活交通対策、
戸籍事務など
に

12.5万円

教育費
学校教育、文
化・スポー ツ
振興などに

9.4万円

衛生費
医療の充実、
健康診査、ご
み処理、水道
事業などに

9.0万円

農林水産業費
新規就農者支
援、農業担い
手支援、森林
整備などに

6.6万円

その他
市議会運営、
商工業、観光
振興、消防・防
災などに

12.5万円

　道路新設改良事業など市民の暮らしを支える生
活基盤の整備や、子どもたちと多世代の集いの場
整備工事に着手するほか、備北地区消防組合の本
部庁舎整備に対する負担金、東小学校の長寿命化
改修工事や小中学校のトイレ洋式化工事などを予
定しており、前年度比12.7％増の56億5,324万円
を計上しています。

普通建設事業費

　小中学校で使用する教育用パソコン（タブレッ
ト端末）の更新や、定期接種に位置付けられた新型
コロナウイルスワクチンおよび帯状疱疹ワクチン
接種の実施のほか、市長選挙および市議会議員選
挙などを予定しており、前年度比14.1％増の50億
1,120万円を計上しています。

物件費・維持補修費

　令和６年豪雨災害の発生による新たな被災箇
所の復旧事業費として、災害復旧事業費全体で前
年度比54.1％増の９億2,553万円を計上してい
ます。

災害復旧事業費

令和７年度

予 算 額

［令和7年度当初予算の概要］
https://www.city.shobara.hiroshima.jp/main/
government/zaisei/post_715.html

※金額は万円未満を四捨五入していますので、内訳の合計は
必ずしも一致しません。
※▲はマイナスを表しています。

■ 会計別の令和７年度予算額および前年度予算額との比較

予算の概要 ■ 一般会計の歳入と歳出のポイント

予算の使途 ■ 目的別に見た市民１人に使われる市のお金 （一般会計）

会　計　名 令和７年度 令和６年度 増減額 増減率
一般会計 325億1,941万円

110億2,440万円
266万円

2,055万円
1,270万円

37億7,577万円
6,781万円
8億13万円

62億8,780万円
5,499万円

199万円
39億9,237万円
24億1,863万円
15億7,374万円

241万円
475億3,859万円

308億5,226万円
110億2,863万円

215万円
3,136万円
1,292万円

37億6,275万円
6,141万円

7億8,372万円
63億1,419万円

5,815万円
199万円

38億2,037万円
23億5,277万円
14億6,761万円

270万円
457億397万円

16億6,715万円
▲423万円

52万円
▲1,081万円

▲22万円
1,302万円

640万円
1,641万円

▲2,640万円
▲317万円

0
1億7,200万円

6,586万円
1億614万円

▲29万円
18億3,462万円

5.4%
0.0%

24.0%
▲ 34.5%

▲ 1.7%
0.3%

10.4%
2.1%

▲ 0.4%
▲ 5.4%

0.0%
4.5%
2.8%
7.2%

▲ 10.8%
4.0%

特別会計

企業会計

比和財産区特別会計
合計

住宅資金特別会計
歯科診療所特別会計
休日診療センター特別会計
国民健康保険特別会計
国民健康保険特別会計（直診勘定）
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
介護保険サービス事業特別会計
宅地造成事業特別会計

下水道事業会計
病院事業会計

歳   入

歳   出

歳  入
325億1,941万円

歳  出
325億1,941万円

■市税
　37億9,708万円
　（+4.1%）

■人件費
　44億2,897万円
　（+3.4%）

■扶助費
　41億5,393万円
　（+9.9%）

■公債費
　44億512万円
　（▲2.5%）

■普通建設事業費
　56億5,324万円
　（+12.7%）

■災害復旧事業費
　9億2,553万円
　（+54.1%）

■物件費・維持補修費
　50億4,349万円
　（+14.9%）

■補助費等
　47億8,920万円
　（▲1.0%）

■貸付金
　1億4,599万円
　（+2.7%）

■繰出金など
　29億7,396万円
　（▲9.4%）

■地方消費税交付金など
　17億7,670万円
　（▲4.0%）

■地方交付税
　142億4,638万円
　（+0.4%）

■国・県支出金
　56億1,058万円
　（+12.2%）

■市債
　41億1,500万円
　（+6.1%）

■繰入金など
　29億7,367万円
　（+30.2%）

【自主財源】
67億7,074万円
(+14.1%)

【義務的経費】
129億8,801万円
(+3.2%)

【投資的経費】
65億7,877万円
(+17.1%)

【その他経費】
129億5,263万円
(+2.4%)

【依存財源】
257億4,866万円
(+3.3%)

（　　　）は前年度比

（　　　）は前年度比
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長期総合計画の
5つの施策体系に
沿った事業を
紹介します
01 “絆”が実感できるまち
庄原いちばんづくり留学事業

●自治振興区の運営支援　　  2億7,458万円
●庄原ファンクラブ事業　　　　　1,015万円
●定住促進事業　　　　　　　　 4,638万円

2,857万円

歳　入 ［単位：万円］

取組項目

市税
未利用財産の利活用
ふるさと応援寄附金

歳入合計（A）

1,446
400
300

2,146

1,725
222
300

2,247

目標額 取組効果額

　地域づくり活動や本市での暮らしに意欲のある都市部の
若い人材の受け入れを図るため、「庄原いちばんづくり留学」
を実施します。
　また、本市の強みでもある農林業など、若者向けの就労体
験プログラムを実施することで、地域の活性化を促すととも
に、活動を通じて人材の定着や定住につなげることで、人口
減少の抑制を図ります。

第２期持続可能な財政運営プランによる取組効果額

歳　出 ［単位：万円］

取組項目

繰出金
公債費
普通建設事業
充当一般財源

歳入合計（B）

▲1,324
▲5,126

▲2,000

▲8,450

▲1,479
▲5,126

▲4,495

▲11,100

目標額 取組効果額

効果額および目標額の合計 ［単位：万円］

合　　計

合計（B－A） ▲10,596 ▲13,347

目標額 取組効果額

令和7年度当初予算における第２期持続可能な財政運営プラン ～後期実施計画～による取組効果額は次のとおりです。

主な事業

こんな
事業も

03 “快適な暮らし”が実感できるまち
JR芸備線・木次線利用促進事業

●市道沿い森林等環境整備事業　2,000万円
●消防設備整備事業　　　　　　6,283万円
●脱炭素地域推進事業　　　　　6,399万円

1,254万円
　芸備線再構築協議会で、協議・検討を進めていくととも
に、「利用促進への市民参画」 「生活交通としての利用促進」 

「市外からの乗客の呼び込み」を柱として、JR芸備線・木次線
の利用促進に向けた取り組みを進めます。

市道の整備 18億2,669万円
　道路新設改良事業や道路維持修繕など、市民生活に欠か
すことのできないインフラ整備を進めます。

こんな
事業も

04 “あんしん”が実感できるまち
子育て支援施設整備事業

●外出支援事業　　　　　　　　　555万円
●成年後見制度利用支援事業　　　357万円
●感染症対策の充実　　　  　1億4,564万円

9,791万円
　利用児童数の増加や施設の老朽化が進む中、子育て支援
施設の改修などを行うことで、安心・安全な放課後児童クラ
ブの運営に努めます。

05 “学びと誇り”が実感できるまち
学校教育環境の充実 7億8,459万円

　施設の老朽化が進む東小学校の改修工事をはじめ、小中
学校トイレの洋式化改修工事を実施することで、施設の機
能向上や長寿命化を図ります。

子どもたちと多世代の集いの場整備事業 2億9,474万円
　子育て世代をはじめ、誰もが気軽に集い・憩うことのでき
る「子どもたちと多世代の集いの場」について、上野総合公
園内の整備を進めることで、多様な交流を促進するととも
に、周辺施設との相乗効果によるにぎわいの創出、交流人
口・関係人口の増加を図ります。

こんな
事業も

●学校教育活動の充実　　　  3億1,123万円
●学校給食の充実　　　　　 3億5,233万円
●読書のまちづくり　　　　　  　2,575万円

こんな
事業も

02 “にぎわい”が実感できるまち
比婆牛ブランド化推進

●有害鳥獣防除対策　　　　　　7,804万円
●新規就農者支援事業　　　　　2,248万円
●中小企業振興対策　　　　　　5,491万円

4,538万円
　比婆血統和牛の繁殖および肥育頭数の拡大を引き続き図
るとともに、ＪＡひろしま・全農との連携により、精肉販売ルー
トを確立し、市内外の取扱数量の増加を図っていきます。
　また、広島県が進める「おいしい！広島プロジェクト」など
により、注目度が高まっている比婆牛のさらなる知名度向
上、取扱店舗などの販路拡大により、生産者への還元につな
げていきます。

循環型林業推進補助金 3,307万円
　森林施業の効率化による収益性や継続的な木材生産体
制を確保するため、森林作業道の維持管理に対して支援を
行うとともに、再造林のための伐採後の植栽や保育施業に
対する自己負担を助成し、「儲かる循環型林業」を推進しま
す。

こんな
事業も
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固まった油の塊ポンプに絡まった布

下水道はルールを守って使用しましょう
～何でも流せるわけではありません～

下水道課管理係　☎ 0824-73-1175

－油・残飯－

　油は排水管の中で固まる
ので、管が詰まる原因とな
ります。
 残飯や野
菜くずも詰
まりや悪臭
の元になり
ます。

－生理用品－

　ナプキンやタンポンなど
の生理用品は、水に溶けて
なくなりません。また、包
装紙も水に溶けません。絡
まって大きな塊となり、ポ
ンプや処理場の機械を故障
させています。紙などに包
み、燃えるごみとして処分
してください。

－水に溶けない紙・布－

　ティッシュペーパーや紙
おむつ・布製品は、排水管
やポンプを
詰まらせる
原因となり
ます。絶対
に流さない
で く だ さ
い。

ポンプが詰まると引き上げて修理が必要

ポンプに詰まったウェットティッシュ

詰まるとポンプを分解して修理が必要
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申請窓口　保健医療課国保年金係または各支所地域振興室 申請窓口　保健医療課医療予防係または各支所地域振興室

国民健康保険国民健康保険

こんなときは これを持って市役所へ

国保に加入するとき

他の市町村から引っ越してきたとき 他市町村の転出証明書
職場の健康保険をやめたとき 職場の健康保険をやめたことの証明書

家族の職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき 被扶養者でなくなったことの証明書

国保をやめるとき

他の市町村に引っ越すとき マイナンバーカードまたは資格確認書

職場の健康保険に加入したとき マイナンバーカードまたは国保の資格確認書、加入
した健康保険の資格情報が分かるもの

（資格確認書、資格情報のお知らせ、マイナポータル
の健康保険資格画面など）家族の職場の健康保険の被扶養者になったとき

その他
住所、世帯主、氏名が変わったとき マイナンバーカードまたは資格確認書
修学のため、別に住所を定めるとき マイナンバーカードまたは資格確認書、在学証明書

※資格確認書は「令和６年12月１日以前に交付した有効期限内の被保険者証」を含みます。
※本人確認書類（マイナンバーカードや運転免許証など）も持参してください。

保健医療課国保年金係　☎0824-73-1158

　退職や転職、結婚などさまざまな節目には、国民年金の加入の種類や保険料の納め方が変わるため、そ
の都度届け出が必要です。届け出を忘れると、将来受け取る年金額が減額になったり、受け取れなくなっ
たりする場合があります。忘れずに届け出ましょう。

　４月は就職や退職、就学などによる異動が最も多い月です。職場の健康保険への加入や脱退をしたときは、
14 日以内に必要な書類をそろえて、健康保険の切り替えの手続きをしてください。
　届け出をしないと国民健康保険（国保）の資格が残ったままになり、国保税が課税されます。また、さかのぼ
って国保に加入した場合、その期間の国保税をまとめて納付しなければならないことがあります。
　資格のない保険で医療機関にかかると、保険給付を誤って受けることになり、医療費を清算しなければならな
くなります。
　自分の加入している保険制度をしっかりと把握して、医療機関を受診しましょう。

届け出が必要なとき 手続きの内容 持参するもの
勤務先を退職したとき

（厚生年金加入者の場合）
第２号被保険者から第１号被保険者へ変更

（第３号被保険者に該当する場合を除く）
▪年金手帳または基礎年金番号通知書
▪社会保険などの資格を喪失した証明書
　（勤務先で作成）

配偶者に扶養されていたが
①扶養から外れたとき
②配偶者が厚生年金資格を
　喪失したとき

第３号被保険者から第１号被保険者へ変更

被保険者の種別被保険者の種別 １号 自営業者、農林漁業者、学生など。加入手続きは市役所申請窓口で行います。
※ 20 歳になった時の加入手続きは不要

２号 会社員や公務員など、厚生年金保険や共済組合に加入している人。加入手続き
は勤務先が行います。

３号 第２号被保険者に扶養されている配偶者。加入手続きは第２号被保険者の勤
務先を経由して行います。

加入者は、職業などによ
って、右の３つのグルー
プに分かれています。

20歳以上の学生も、国民年金に加入します！20歳以上の学生も、国民年金に加入します！
　20 歳以上の人は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。20 歳になった人には、日
本年金機構から「国民年金加入のお知らせ」や国民年金保険料の納付書などが届きます。
　なお、申請により後払いにできる「学生納付特例制度」があります。しかし、この制度の申請を行わ
ず、保険料を未納のままにしておくと、不慮の事故などにより障害が残った場合に受け取れる「障害年
金」を、受けることができなくなりますのでご注意ください。

健康保険の切り替えを忘れていませんか？健康保険の切り替えを忘れていませんか？
～届け出は14日以内に確実に～

国民年金国民年金 節目の届出を忘れずに
本年度の

月額保険料は
17,510 円です

４月から 65 歳以上の人などを対象に、帯状疱疹ワクチンの定期接種を実施します。４月から 65 歳以上の人などを対象に、帯状疱疹ワクチンの定期接種を実施します。

　帯状疱疹は、過去に水
す い と う

痘（水ぼうそう）
にかかった際に、体内に潜伏した水痘帯状
疱疹ウイルスが再活性化することで発症す
る病気です。
　体の神経に沿って水

す い ほ う

疱（水ぶくれ）が現
れる皮膚の病気で、痛みを伴います。
　帯状疱疹は、70 歳代で発症する人が最
も多くなっています。

　ワクチンは、生ワクチンと組換えワクチンの２種類になります。
　帯状疱疹に対するワクチンの予防効果は、接種後５年を経過した時点で生ワクチンは４割程度、組換えワクチ
ンは 9 割程度と報告されています。

　定期接種の対象者には、費用を一部または全額助成する制度
があります。対象者は市内に住所があり、次のいずれかに該当
する人です。
▪年度内に 65 歳になる人
▪ 60 ～ 64 歳までの人で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫 
　の機能の障害があり、日常生活がほとんど不可能な人（身体
　障害者手帳１級相当）
※令和７～ 11 年度の間は、当該年度中に 70・75・80・85・
90・95・100 歳になる人も対象となります。
※令和７年度に限り、100 歳以上の人は全員対象となります。

　助成を受けるには、接種券と予診票が必要となるため、事前に申請窓
口で交付申請を行ってください。
　市民税非課税世帯または生活保護世帯の人は、減免申請をすることで
減免の接種券を交付します。
※申請手続きには本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証、資
　格確認書など）が必要です。また生活保護世帯の人は、被保護者証明
　書を持参してください。

高齢者の高齢者の帯帯
た い じ ょ うた い じ ょ う

状状疱疱
ほ う し んほ う し ん

疹疹ワクチンがワクチンが
定期接種になりました定期接種になりました

保健医療課医療予防係　☎0824-73-1155保健医療課医療予防係　☎0824-73-1155

帯状疱疹

ワクチンの種類・接種料金（助成後）など

定期接種の対象者

助成には事前の申請が必要です

種類 接種回数 接種料金（助成後）

生ワクチン
（ビケン） １回

一般 市民税非課税世帯 生活保護世帯

4,400円 2,200円 無料

組換えワクチン
（シングリックス） ２回

一般 市民税非課税世帯 生活保護世帯

２万円
（１万円／回）

１万円
（５千円／回） 無料
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　　庄原消防署からの
　　　　　　　　　お知らせ

庄原消防署☎0824-72-9911・東城消防署☎08477-2-4005

な毎日のためにな毎日のために

　ほのぼのネットを知っていますか

ほのぼのネット☎0824-73-1214

庄原市高齢者外出支援券交付事業
～在宅で車椅子を利用している要介護者にタクシー券を交付～

高齢者福祉課高齢者福祉係☎0824-73-1143
　
市
は
、
要
介
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
と
外
出
機
会
お
よ
び
活

動
範
囲
を
広
め
、
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
、
要
件
に
該
当
す
る
人

に
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券

を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者

　

次
の
①
～
④
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
人
が
対
象
で
す
。

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
65
歳
以

　

上
で
要
介
護
認
定
が
３
～
５
の

　

人
②
在
宅
で
あ
り
、
日
常
生
活
で
車

　

椅
子
を
利
用
し
て
い
る
人

③
庄
原
市
障
害
者
外
出
支
援
券
の

　

交
付
を
受
け
て
い
な
い
人

④ 

市
民
税
が
非
課
税
の
人

申
請
手
続
き

　

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
へ
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

内
容
審
査
後
、
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
券
を
郵
送
で
交
付
し
ま
す
。

※
郵
送
で
の
申
請
も
可
能
で
す
。

助
成
内
容

　

対
象
者
に
は
、
高
齢
者
タ
ク
シ

ー
利
用
助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
額

年
間
最
大
２
万
４
千
円

※
申
請
月
や
介
護
認
定
期
間
に
よ

っ
て
、
交
付
額
が
変
更
と
な
り
ま

す
。申

請
上
の
注
意

　

本
人
以
外
が
申
請
す
る
場
合

は
、代
理
人
の
運
転
免
許
証
な
ど
、

本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
１
月
２
日
以

降
に
本
市
に
転
入
し
た
人
は
、
非

課
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　

庄原市じん臓障害者通院助成事業
～血液透析治療者へタクシー乗車券を上乗せして交付～

社会福祉課障害者福祉係☎0824-73-1210
　

市
は
、
通
院
に
よ
り
血
液
透
析

治
療
を
し
て
い
る
人
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
と
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
、
要
件
に
該
当
す
る
人
に
通

院
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
新
た
に
距
離
区

分
に
応
じ
た
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
を

上
乗
せ
し
て
交
付
し
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
在
宅
で

通
院
に
よ
り
血
液
透
析
治
療
を
し

て
い
る
人

申
請
手
続
き

　

次
の
必
要
書
類
を
持
参
の
上
、

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
室
へ
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
（
助
成
内
容
①
を
希
望

す
る
人
の
み
）

▪
身
体
障
害
者
手
帳
（
所
持
者
の

　

み
）

▪
医
療
機
関
が
発
行
す
る
血
液
透

　

析
通
院
証
明
書
（
新
規
申
請
の

　

場
合
の
み
）

助
成
内
容

　

次
の
①
、
②
の
ど
ち
ら
か
を
選

択
で
き
ま
す
。

①
血
液
透
析
タ
ク
シ
ー
乗
車
券

年
間
最
大
７
万
２
千
円

※
３
０
０
円
×
２
４
０
枚
の
血
液

透
析
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
に
加
え

て
、
次
の
距
離
区
分
に
応
じ
て
タ

ク
シ
ー
乗
車
券
を
上
乗
せ
交
付
し

ま
す
。

※
血
液
透
析
開
始
日
に
よ
っ
て
、

交
付
枚
数
が
変
動
し
ま
す
。

乾
燥
し
た
気
候
に
注
意
！

令
和
７
年

令
和
７
年

全
国
山
火
事
予
防
運
動
統
一
標
語

全
国
山
火
事
予
防
運
動
統
一
標
語

    「
ふ
る
さ
と
の

「
ふ
る
さ
と
の

　　

    　
　
　
　

      

山
を
守
ろ
う

山
を
守
ろ
う

　
　
　
　

    　
　
　
　
　
火
の
手
か
ら
」

　
　
　
　
　
火
の
手
か
ら
」

山
火
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

こ
と
し
に
入
っ
て
全
国
で
大
規

模
な
山
火
事
が
、
相
次
い
で
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

例
年
、
こ
の
時
季
は
空
気
が
乾

燥
し
、
強
い
風
が
吹
く
気
象
状
況

と
、
山
で
は
枯
れ
葉
や
枯
れ
草
な

ど
、「
燃
え
や
す
い
も
の
」
が
多

く
あ
る
状
態
に
加
え
、
農
作
業
で

「
野
焼
き
」
や
「
た
き
火
」
な
ど

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
山

火
事
が
発
生
す
る
危
険
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

　

山
火
事
は
、
い
っ
た
ん
発
生
す

る
と
容
易
に
消
火
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
大
切
な
森
の
緑
を
一
瞬
に

し
て
奪
い
ま
す
。
特
に
、
空
気
が

乾
い
て
い
る
日
や
風
が
強
い
日
に

は
た
き
火
や
野
焼
き
を
し
な
い
な

ど
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
な

注
意
が
必
要
で
す
。

屋
外
で
火
を
取
り
扱
う
こ
と

は
、原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

次
の
行
為
は
、
原
則
禁
止
さ
れ

ほのぼのネットのメンバー

て
い
ま
す
。

▪
庭
や
空
き
地
で
の
家
庭
ご
み

　

の
焼
却

▪
庭
木
や
落
ち
葉
・
枯
れ
草
の

　

焼
却

▪
た
き
火
の
後
始
末
や
見
張
り

　

を
疎
か
に
す
る

例
外
的
に
認
め
ら
れ
た
行
為

で
も
気
象
状
況
に
よ
り
中
止

の
判
断
を
し
ま
し
ょ
う

　

例
外
的
に
認
め
ら
れ
た
行
為
と

は▪
暖
を
取
る
た
め
の
た
き
火　

　
（
直
径
50
㎝
以
内
）

▪
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

▪
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

▪
農
業
、
林
業
、
漁
業
を
営
む

　

た
め
、
や
む
を
得
な
い
も
の

　
（
あ
ぜ
草
の
焼
却
な
ど
）

▪
風
俗
習
慣
ま
た
は
宗
教
上
の

　

行
事
（
と
ん
ど
な
ど
）

▪
国
な
ど
の
公
共
団
体
が
施
設

　

の
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要

　

な
も
の
（
河
川
敷
の
草
焼
き

　

な
ど
）

な
ど
で
す
。

　

例
外
的
に
認
め
ら
れ
た
行
為
で

あ
っ
て
も
、
屋
外
で
火
を
取
り
扱

う
際
に
は
、
必
ず
消
火
用
具
を
準

備
し
、
空
気
の
乾
燥
、
風
が
吹
い

て
い
る
な
ど
の
気
象
状
況
を
い
つ

も
気
に
す
る
よ
う
に
心
掛
け
、
中

止
の
判
断
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
は
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
窓
口

を
一
本
化
し
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
、「
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ

ト
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
専
門

職
が
家
庭
訪
問
や
面
談
な
ど
を
行

う
こ
と
で
、
一
人
一
人
に
寄
り
添

っ
た
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
し

ま
す
。

　

妊
娠
や
育
児
に
つ
い
て
気
に
な

る
こ
と
、
聞
い
て
み
た
い
こ
と
が

あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

子
ど
も
の
成
長
を　
　
　
　

子
ど
も
の
成
長
を　
　
　
　

一
緒
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

一
緒
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

　
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
で
は
、
次
の

専
門
職
が
常
駐
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
ま
す
。

保
健
師

　

子
ど
も
や
保
護
者
、
子
育
て
に

関
わ
る
全
て
の
人
の
心
と
体
の
健

康
を
支
え
ま
す
。　

助
産
師

　

妊
娠
中
・
産
前
産
後
の
過
ご
し

方
や
授
乳
、
赤
ち
ゃ
ん
の
発
達
に

関
す
る
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

保
育
士

　

子
ど
も
と
の
遊
び
方
や
関
わ
り

方
な
ど
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談

を
受
け
ま
す
。

社
会
福
祉
士

　

相
談
窓
口
の
案
内
や
、
専
門
機

関
へ
の
架
け
橋
に
な
り
ま
す
。　

相
談
・
連
絡
は
こ
ち
ら
ま
で

相
談
・
連
絡
は
こ
ち
ら
ま
で

基
幹
セ
ン
タ
ー

ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト

（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
４

サ
テ
ラ
イ
ト

西
城
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
２
０
２

東
城
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
３
１

口
和
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
87
‐
２
１
１
２

高
野
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
１
１
５

比
和
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
３
０
０
１

総
領
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
６
３

【血液透析タクシー乗車券　上乗せ距離区分】
自宅から医療機関までの距離（片道） 上乗せ交付枚数

10km以上20km未満 300円×60枚

20km以上30km未満 300円×120枚

30km以上40km未満 300円×180枚

40km以上 300円×240枚

②
自
宅
か
ら
医
療
機
関
の
各
最
寄

　
り
停
留
所
ま
で
の
公
共
交
通
機

　
関
運
賃
の
半
額
助
成
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２
月
25
日
、
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

人
権
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
（
第
５
回
）
を
開
催
し
、

37
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
、
い
の
ち
の
講
演
家
で
あ
る
岩い

わ
さ
き崎

順じ
ゅ
ん
こ子
さ
ん
を
招
き
、「
い
の
ち
か
ら
い
の
ち
へ

～
生
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
日
々

～
」
と
題
し
て
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

岩
崎
さ
ん
は
、
大
切
な
家
族
を
看
病
し
、
看

取
っ
た
と
き
の
経
験
を
踏
ま
え
「
自
分
が
辛
い

と
き
に
は
自
身
の
感
情
と
向
き
合
う
こ
と
」「
大

切
な
人
が
辛
そ
う
な
と
き
、
原
因
を
聞
い
た
り

励
ま
し
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
心
の
痛
み
を

知
っ
て
寄
り
添
う
こ
と
」
な
ど
、
優
し
い
語
り

口
で
参
加
者
を
引
き
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
セ
ミ
ナ
ー
の
終
盤
に
は
、
目
を
閉
じ
て

音
楽
を
聴
く
時
間
が
設
け
ら
れ
、参
加
者
は「
人

は
、
ひ
と
り
で
は
生
き
て
い
け
な
い
。
自
分
で

生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、生
か
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
岩
崎
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
思
い
を
巡

ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
命
の
尊
さ
を
改
め
て
感
じ
、
家

族
と
大
切
に
生
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

庄
原
市
の
地
域
医
療
を
考
え
る
会
が
主
催
す

る
「
市
民
公
開
講
座
」
を
２
月
15
日
、
庄
原
市

民
会
館
で
開
催
し
、
市
民
２
１
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
「
糖
尿
病
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行

い
、
最
初
は
市
保
健
医
療
課
か
ら
市
の
糖
尿
病

対
策
の
現
状
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
庄
原
赤
十
字
病
院
の
米よ

ね
だ田
真ま

さ
や
す康
医

師
が
「
適
正
な
食
事
と
運
動
で
健
や
か
な
人
生

を
～
糖
尿
病
と
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
、
骨こ

つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
に

つ
い
て
～
」
と
題
し
、
食
事
・
運
動
と
血
糖
値

の
関
係
、
糖
尿
病
と
筋
肉
量
低
下
・
骨
折
リ
ス

ク
増
加
の
関
係
な
ど
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し

ま
し
た
。

　

米
田
医
師
は
「
食
事
や
運
動
は
、
何
を
（
内

容
）、ど
の
く
ら
い（
量
）だ
け
で
な
く
、い
つ（
時

間
）
す
る
か
も
大
切
」
と
話
し
、
参
加
者
は
真

剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
さ
っ
そ
く
今
晩
の
食
事
か
ら
気

を
つ
け
て
み
る
」「
日
光
浴
や
運
動
を
し
て
み

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

校歌を斉唱する粟田小児童

校旗を返納する峰田小児童

　

３
月
15
日
に
粟
田
小
学
校
で
、
16

日
に
は
峰
田
小
学
校
で
、
そ
れ
ぞ
れ

閉
校
式
が
行
わ
れ
、
在
校
生
や
保
護

者
、
多
く
の
地
域
の
皆
さ
ん
が
出
席

し
、
思
い
出
多
い
学
校
と
の
別
れ
を

惜
し
み
ま
し
た
。

　

閉
校
式
で
は
、
木き
や
ま山
耕こ

う
ぞ
う三
市
長
が

「
新
し
い
学
校
で
、
豊
か
な
交
流
関

係
を
育
み
、
夢
や
目
標
の
実
現
に
向

か
っ
て
大
き
く
飛
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
小
学
校
長
は
、
閉
校
あ

い
さ
つ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
保
護

者
や
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
支
援
と

思い出あふれる学び舎に感謝
粟田小学校と峰田小学校で閉校式　　

教育
総務課

　

３
月
２
日
、口
和
郷
土
資
料
館
で
、児こ

だ
ま玉
杏あ

み実

さ
ん
、児こ

だ
ま玉
麻あ

ゆ由
さ
ん
、福ふ

く
な
が永
真ま

み実
さ
ん
の
演
奏

に
よ
る
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー

ト
」を
開
催
し
、54
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、大
勢
の
観
客
の
も
と
、ク
ラ
シ
ッ
ク

か
ら
歌
謡
曲
、唱
歌
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の

演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、美
し
い
音
色
の
演
奏
と
３
人
の
機

知
に
富
ん
だ
ト
ー
ク
に
加
え
、来
場
者
全
員
で

「
ふ
る
さ
と
」を
合
唱
し
、会
場
が
一
体
と
な
っ

て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

観
客
は
「
３
人
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
が
心
に

響
い
て
心
地
良
か
っ
た
。雨
音
と
ス
ト
ー
ブ
の

音
が
演
奏
に
混
じ
り
、古
風
な
ガ
ラ
ス
戸
は
音

に
震
え
て
、会
場
の
個
性
が
大
変
良
い
影
響
を

与
え
て
い
た
。次
回
も
ま
た
参
加
し
た
い
」と
話

し
ま
し
た
。

美しい音色に包まれる
ヴァイオリン・ピアノコンサート

口和支所

水田の農薬流出防止にご協力ください！

環境政策課環境政策係☎0824-72-1398
　

農
林
水
産
省
の
省
令
に
よ
り
、

水
田
で
農
薬
を
使
用
す
る
と
き

は
「
農
薬
が
流
出
す
る
こ
と
を
防

止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

除
草
剤
の
散
布
な
ど
水
田
用
農

薬
を
使
用
す
る
際
は
、
農
薬
が
河

川
な
ど
へ
流
れ
出
な
い
よ
う
、
次

の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。　

　

ま
た
、
代し

ろ

か
き
か
ら
田
植
え
の

時
期
を
中
心
に
出
る
濁
り
水
に
つ

い
て
も
、
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
適

正
な
管
理
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

降
水
量
が
多
い
と
き
は

　

農
薬
散
布
前
後
の
気
象
状
況
に

十
分
注
意
し
、
大
雨
な
ど
の
恐
れ

が
あ
る
場
合
は
、
農
薬
の
使
用
を

控
え
ま
し
ょ
う
。

畦け
い
は
ん畔
（
あ
ぜ
）
の
補
修
を

　

ネ
ズ
ミ
や
モ
グ
ラ
、
ア
メ
リ
カ

ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
が
掘
っ
た
穴
に
よ

り
、
畦
畔
か
ら
漏
水
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

濁
り
水
の
流
出
防
止
、
地
・
水

温
や
除
草
剤
効
果
の
低
下
防
止
の

た
め
に
も
、
あ
ぜ
塗
り
を
し
て
畦

畔
を
補
修
し
、
漏
水
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

農
薬
飛
散
に
注
意
を

　

農
薬
の
散
布
時
に
は
、
水
路
や

周
辺
作
物
な
ど
に
農
薬
が
飛
散
し

な
い
よ
う
、
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。落ら

く
す
い水
を
減
ら
す
心
掛
け
を

　

代
か
き
は
土
く
れ
（
土
の
塊
）

が
７
～
８
割
見
え
る
程
度
の
浅
水

状
態
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
水
量
が

抑
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
わ
ら

の
浮
き
上
が
り
を
防
止
で
き
る
た

め
、
作
業
面
で
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
田
植
え
前
に
は
作
業
を

し
や
す
く
す
る
た
め
に
落
水
す
る

（
水
を
減
ら
す
）
の
が
一
般
的
で

す
が
、
代
か
き
以
降
の
水
量
管
理

に
気
を
配
り
、
田
植
え
前
の
落
水

を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
よ
う
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

止
水
期
間
は
一
週
間

　

水
田
で
農
薬
を
使
用
す
る
と
き

水
田
で
農
薬
を
使
用
す
る
と
き

は
、
止
水
期

は
、
止
水
期

間
を
一
週
間

間
を
一
週
間

程
度
と
し
て

程
度
と
し
て

く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

自身の経験を話す岩崎さん

３人の音色を楽しむ来場者

糖尿病について解説する米田医師

命の大切さを学ぶ
人権啓発セミナー

この地域でず～っと暮らしたい
市民公開講座

市民
生活課

保健
医療課

協
力
に
対
す
る
感
謝
の
思
い
を
伝
え

ま
し
た
。

　

両
校
と
も
、
閉
校
式
終
了
後
に
は
、

実
行
委
員
会
に
よ
る
閉
校
記
念
行
事

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者
が
思

い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
統
合

先
の
学
校
で
、
新
た
な
学
校
生
活
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
市
教
育
委
員
会

は
、
子
ど
も
た
ち
が
新
し
い
友
だ
ち

と
と
も
に
明
る
く
楽
し
く
学
び
、
お

互
い
を
高
め
あ
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
学
校
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
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健康広場
健診は、1年に1回

自分の健康を振り返る
自身の健康状態を確認し、特定健診・がん検診を受けましょう。

チャンス！

　生活習慣病の発症や重症化を予防することを目的とし
た健診です。
　特定健診は、日本人の死亡原因の約６割を占める生活
習慣病の予防を目的として、40～74歳の人を対象に実施
するメタボリックシンドロームに着目した健診です。

　４月１日時点で、本市に住所のある40歳、50歳、60
歳、70歳の人に加え20歳、30歳になる人にも、歯周病
検診無料受診券を６月頃郵送します。案内が届いた人
は、この機会に口腔の健康チェックをしましょう。

　自分に合った方法で、簡単に申し込みができます。詳し
くは4月上旬に各世帯に配布する「健診のご案内」をご確
認ください。

●インターネットで申し込み
　スマートフォンやパソコンから簡単に予約ができます。
　休日・夜間でも24時間予約が可能です。
［庄原けんしんネット］　　　　　
https://www.aitel-reservation.jp/
shobaracity-hiroshima/
●電話で申し込み
　オペレーターと、健診内容が自分の希望する条件に
合っているか確認しながら予約ができます。
［申し込みダイヤル］
☎0120－489－487　月～金曜日（祝日を除く）9時～17時
●申込書を提出（集団健診の申し込みのみ）
　申込書を保健医療課健康推進係または各支所地域振
興室に提出してください。
※「毎年けんしんサポート」に登録されている人は、改めて
　申し込む必要はありません。

※国民健康保険の加入者で、人間ドックを希望する人は、
　インターネットまたは電話で申し込んでください。
※集団健診の受診日時を指定したい場合は、インターネッ
　トまたは電話で申し込みください。申込書を提出する
　場合は、受診会場と土曜日の受診希望の有無のみ指定
　が可能です。
［集団健診の自動予約登録ができます！］
　「毎年けんしんサポート」は、一度登録すると毎年希望
の時期の集団健診が予約されるシステムです。申し込み
の手間が省け、予約忘れも防止することができます。
　インターネット（庄原けんしんネット）、申込書（本庁・各
支所）で登録申し込みができます。詳しくは、保健医療課
（☎0824－73－1255）へご連絡ください。

　市は、市民の皆さんにがんについて考え、がん検診を受けていただくための取り組
みの一つとして、毎年「がん講演会」を開催しています。令和6年度は３月６日、庄原
市ふれあいセンターで開催し、62人が参加しました。庄原赤十字病院第一消化器内
科部長の毛利律生医師に、大腸がんについてご講演いただき、初期の大腸がんは無
症状のため、検診などで早期発見することの大切さを話していただきました。
　また、要精密検査になった場合は、大腸内視鏡検査を受けるなど大腸がんの基本
から検診、治療まで幅広い内容が伝えられました。

　がんを早期に発見し適切な治療を行うことで、がんに
よる死亡率を減らすことを目的とした検診です。
　現在、日本人の２人に１人ががんになり、男性は4人に1
人、女性は6人に1人ががんで亡くなっており、本市の死因
の第2位になっています。定期的にがん検診を受け、早期
発見・早期治療につなげましょう。

～がん講演会を実施しました～

も おりつうり

特定健診（基本健診）とは がん検診とは

庄原市生活習慣病健康診査の申し込み方法 申込期限：４月30日（水）

申し込み方法

庄原けんしんネット

“本年度”から
歯周病検診無料受診券配布の対象者を
拡充（20歳、30歳）します！　

保健医療課健康推進係　　0824－73－1255
広報しょうばら／ 2025.4　14 15　2025.4 ／広報しょうばら

卓球スキルが上達
庄原市レベルアップスポーツ教室　卓球教室

ワークショップで描く庄原の未来
第３期庄原市長期総合計画の策定に係る市民ワークショップ

児童の交通事故防止のために
庄原地区交通安全協会が交通安全啓発品を寄附

生涯
学習課

企画課

危機
管理課

　

３
月
２
日
、
市
総
合
体
育
館
で
、

令
和
６
年
度
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー

ツ
教
室
卓
球
教
室
を
開
催
し
、
小
学

生
か
ら
中
学
生
ま
で
22
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

講
師
に
近
畿
大
学
附
属
広
島
高
等

学
校
福
山
校
卓
球
部
の
監
督
福ふ

く
ば場

亮あ
き
ひ
ろ博
さ
ん
と
部
員
16
人
、
同
校
Ｏ
Ｂ

で
日
本
卓
球
協
会
公
認
コ
ー
チ
の

飯い
い
だ田
健け

ん
ご吾
さ
ん
を
迎
え
、
ラ
ケ
ッ
ト

の
持
ち
方
や
打
つ
角
度
、
サ
ー
ブ
や

ス
マ
ッ
シ
ュ
な
ど
卓
球
の
い
ろ
い
ろ

な
打
ち
方
を
参
加
者
全
員
が
し
っ
か

り
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
サ
ー
ブ
が
う
ま
く
で

き
て
う
れ
し
か
っ
た
。
講
師
の
皆
さ

ん
に
教
え
て
い
た
だ
き
上
達
で
き

た
」「
始
め
は
卓
球
台
が
広
す
ぎ
て

ネ
ッ
ト
を
越
え
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

最
後
は
越
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と

話
し
、
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
６
・
７
年
度
で
策
定
し
、
令

和
８
年
度
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す

る
「
第
３
期
庄
原
市
長
期
総
合
計

画
」
に
つ
い
て
、
市
の
将
来
像
や
、

ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
意
見
交
換
を
行

う「
第
１
回
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
３
月
22
日
、
庄
原
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
、
総
勢
42
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の

中
、
将
来
の
本
市
の
姿
な
ど
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
合
い
、
参
加
者

は
「
初
め
て
ま
ち
づ
く
り
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
」「
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
の
人
と
意
見
交
換
で
き
て

良
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
開
催
す
る
第
２
回
・
第
３
回

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
も
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
情
報
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

　

庄
原
地
区
交
通
安
全
協
会

が
、
交
通
安
全
啓
発
品
を
市
へ

寄
贈
し
ま
し
た
。
新
入
児
童
に

は
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
が
、
新

２
年
生
に
は
反
射
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
が
寄
贈
さ
れ
、
３
月
12
日

に
受
納
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
同
協
会
の
佐さ

さ

き

々
木

満み
つ
る

会
長
と
矢や

ぶ
き吹
昭あ

き
よ
し善
副
会
長
、

信し
な
の野
実み

の
る

事
務
局
長
が
出
席
し
、

協
会
を
代
表
し
て
佐
々
木
会
長

か
ら
大お

お
は
ら原
直ま

さ
き樹
副
市
長
へ
目
録

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
原
副
市
長
は
「
毎
年
い
た

だ
い
て
い
る
啓
発
品
は
、
児
童

の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
事

故
防
止
に
大
い
に
役
立
っ
て
お

り
、
早
速
、
市
内
小
学
校
へ
配

布
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
、
市
総
合
体
育
館
で
、

令
和
６
年
度
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー

ツ
教
室
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
を

開
催
し
、
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で

55
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
広
島
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ラ
イ
ズ

の
ス
ク
ー
ル
コ
ー
チ
の
皆
さ
ん
を
迎

え
、
シ
ュ
ー
ト
の
基
本
か
ら
試
合
で

も
使
え
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
ま
で
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
を
楽
し
く
学

び
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
コ
ー
チ
の
皆
さ
ん
の

丁
寧
な
指
導
や
、
迫
力
あ
る
プ
レ
ー

を
真
近
で
見
な
が
ら
、
熱
心
に
練
習

に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
シ
ュ
ー
ト
の
基
本

フ
ォ
ー
ム
を
教
え
て
も
ら
い
、
自
分

の
シ
ュ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
を
改
善
す
る

こ
と
が
で
き
た
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
楽
し
く
で
き

た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

バスケットボールのテクニックを学ぶ
庄原市レベルアップスポーツ教室　バスケットボール教室

生涯
学習課

ボールの打ち方を学ぶ

バスケットボール教室の参加者

活発な意見交換を行う参加者

左から大原副市長、佐々木会長、矢吹副会長
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●市内のイベントやまちの話題をお届けします。  行政管理課広報統計係  ☎ 0824-73-1159 ／ Fax0824-72-3322Camera ReportCamera Report
カメラレポート

子育ての思いを込めてみんなつながる 笑顔つながる 地域交通の取り組みを共有比和の魅力を発表

言語感覚や表現力を育む認知症を知る機会に 春を告げる花「節分草」祭

　スマイル子育て川柳・写真展・2/17 ～ 3/14　こども服のリサイクル＆ダンボのおはなし会・3/15 　第 12 回くちわのつどい・3/1　比和地域の支えあいづくりの集い・3/13

　子供文化教室（俳句教室）・2/12　認知症サポーター養成講座・2/27 　節分草祭・3/2

　東城地域の子育て支援センターや各保育所・放課後
児童クラブの職員、民生委員、子育て推進員などで構
成した東城スマイル実行委員会が、東城支所で「スマ
イル子育て川柳・写真展」を開催しました。
　18 回目となる本展示は、地域のみんなで子育ての
喜びや楽しさ、悩みや大変さを共感することを目的に
行っています。
　本年度は川柳 160 点、写真 191 点の合計 351 点
の応募があり、一つ一つの作品に、子どもを見て感じ
たことや何気ない子どものしぐさ、子育ての思いが込
められた展示となりました。
　来場者は「どの作品も見ていてほっこりできた。ク
スッと笑える作品が多くあった」と話しました。

　西城子育て推進委員会とおはなし会ダンボが合同で
「ぐるっとひろば～こども服のリサイクル～＆ダンボ
のおはなし会」をウイル西城で開催し、市内の子育て
家庭を中心に多くの人が来場しました。
　このイベントは、子育て家庭の応援と地域の人との
交流を目的に、衣替えや入学などに合わせて、年３回
程度開催されています。
　当日は、子ども服のリサイクルやマラカス作り、折
り紙・塗り絵のコーナー、絵本の読み聞かせなど、さ
まざまなイベントが実施されました。
　来場者は「子ども服はすぐサイズアウトするので助
かる」「毎回楽しみにしている」と、笑顔で話しました。

　市社会福祉協議会口和地域センター主催の「くちわ
のつどい」が、口和自治振興センターで開催され、市
内から約 100 人が参加しました。
　上高自治振興区の奥

お く だ

田久
く み こ

美子事務局長と総領自治振
興区の中

な か た

田博
ひろあき

章事務局長、市役所口和支所職員の３人
が地域交通の取り組みを発表しました。乗り合いタク
シー「おでかけわごん」や、有償サービス「こまわりくん」
など、各地域で実施している取り組み事例の説明が行
われました。
　参加者は「すぐには解決することが難しい課題では
あるが、各地域でさまざまな取り組みをされており参
考になった。住み慣れた地域で安心して暮らすために
何ができるか考えていきたい」と話しました。

　比和自治振興センターで、比和まるごと家族「比和地
域の支えあいづくりの集い」が行われ、約 70 人が参加
しました。
　これは、比和地域の学校で行われている郷土学習の一
つで、比和の魅力や地域活性化のアイデアを探求し、地
域の皆さんに発表することを目的に開催されています。
　当日は、比和小学校・中学校、県立広島大学などの皆
さんによる地域活性化アイデアの発表や、共同作業所「ゆ
めのいえ」による雑貨販売が行われ、会場は多くの人で
にぎわいました。
　参加者は「豊富な森林資源など、比和にある自慢でき
る財産を生かした取り組みを通して、地域活性化に繋げ
たい」と話しました。

　高野小学校で認知症サポーター養成講座が開催さ
れ、５・６年生の児童 22 人が参加しました。
　この講座は、認知症になっても住みやすい地域づく
りの一環として、高野地域の医療・福祉・行政で構成
する地域ケア会議が開催したものです。
　会場では、同会議のメンバーが認知症のお年寄りと
その家族を演じる寸劇が行われ、会話や日々のやり取
りなどの具体的な事例を通して、認知症の方への接し
方を児童に伝えました。
　児童は「寸劇でのやり取りを見て、認知症を具体的
に知ることができた」「同じことを何度も聞かれても、
やさしく話すようにしたい」と話しました。

　2 月 8 日から 3 月 9 日までの間、総領町の節分草
自生地 7 カ所が公開され、3 月 2 日には、道の駅リ
ストア・ステーションをメイン会場に、節分草祭が開
催されました。
　当日は小雨舞う中、総領響心太鼓による和太鼓のパ
フォーマンスからはじまり、会場ではボランティアガ
イドによるセツブンソウの解説や、ヤマメとアユの塩
焼き・手打ちそばの販売など、地域団体による多数の
出店がありました。
　メイン会場以外にも、セツブンソウの自生地をめぐ
るノルディックウォーキングやスタンプラリー、里山
総領体育館でのスポーツ体験コーナーなど会場周辺で
さまざまなイベントが行われ、参加者はセツブンソウ
を見て楽しみつつ、イベントを満喫していました。

№3№7 №2№6

№4№5 №１

▲川柳・写真展を見る来場者 ▲各地域の事例発表を聞く参加者▲地域活性化のアイデアを発表する児童▲子ども服のリサイクルを楽しむ参加者

▲児童の前で寸劇を披露 ▲作った俳句を持って記念撮影

　庄原市文化協会が、比和小学校で「令和６年度子供
文化教室（俳句教室）」を開催し、比和小５・6 年生
の 9 人が参加しました。
　当日は、公益社団法人俳人協会広島支部事務局長の
鈴
す ず き

木厚
あ つ こ

子さんを講師に迎え、季節の果物や菓子などの
題材を実際に手に取り、匂いや感触を確かめながら、
講師から俳句作りのノウハウを学びました。
　参加した児童は「今までも俳句を作ったことがある
が、よくある句になりがちだった。実物から感じたこ
とを俳句にすると自分なりの俳句にすることができ
た」と話し、俳句教室を楽しんでいました。

▲咲き誇るセツブンソウ

▲里山総領体育館でスポーツ体験を楽しむ子ども▲地域団体の出店（ヤマメとアユの塩焼き）
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※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
と
そ
の
活
動

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
町
村
長

の
推
薦
を
受
け
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
経
歴
を
持
っ

た
人
権
擁
護
委
員
が
、
人
権
相
談

を
受
け
た
り
、
啓
発
活
動
を
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

■
本
市
の
人
権
擁
護
委
員

　

１
月
１
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら

次
の
と
お
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

津つ
あ
き秋　

法の
り
の
ぶ宣
委
員
（
再
任
）　

桑く
わ
ば
ら原　

昇し
ょ
う
ど
う導
委
員
（
再
任
）　

※
本
市
で
は
、
現
在
26
人
の
人
権

擁
護
委
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

■
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

▪
常
設
相
談
所

と
き　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

と
こ
ろ　
広
島
法
務
局
三
次
支
局

▪
定
期
相
談

　

直
近
の
相
談
日
程
は
、「
あ
な

た
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
」

（
18
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪
電
話
に
よ
る
相
談

①
人
権
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て

「
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
」

☎
０ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル

５
７
０
‐
０

ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の

０
３
‐
１ひ

ゃ
く
と
お
ば
ん

１
０

そ　

の　

他

母子保健事業母子保健事業 ●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付

４月21日㈪・５月12日㈪・19日㈪
９時～17時 保健医療課母子保健係 ▪出産予定日と受診した

　病院名が分かるもの
▪本人確認書類
　（運転免許証など）
▪印鑑、口座番号が分か
　るもの

事前予約が必要

５月10日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

４月28日㈪９時～12時 東城支所 事前予約が必要

育 児 相 談 ５月13日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 母子健康手帳

事前予約が必要。支所で
の相談を希望する場合は
お問い合わせください。

悩みごと、心配ごと、
困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談
庄原 ５月20日㈫13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 広島法務局三次支局
☎0824-62-5070西城 ５月８日㈭13時30分～15時30分 西城支所

行 政 相 談

庄原 ５月15日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 ５月15日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

総領 ５月14日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 ５月16日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会による

無料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　東城 ４月25日㈮13時～16時 東城支所

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時

児童福祉課あんしん支援
係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

妊 娠・ 出 産
子育ての相談

毎週月～金（祝日・年末年始除く）
８時30分～17時15分

子育て世代包括支援センター
ほのぼのネット
（市役所本庁舎２階）

助産師・保健師
保育士・社会福祉士

子育て世代包括支援センター
☎0824-73-1214

認知症カフェ

庄原「これから」５月13日㈫13時～15時
庄原ショッピングセン
タージョイフル２階

相談・情報交換
参加費なし

高齢者福祉課
地域包括支援センター係
☎0824-73-1165

西城「コスモスカフェ」５月８日㈭13時30分～15時
西城保健福祉センター
（しあわせ館） 相談・情報交換

参加費100 円

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい
梅」

４月22日㈫13時30分～14時30分 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

高野
「M

メ ン ズ
en's  C

カ フ ェ
afe」

５月８日㈭13時30分～14時30分 高野保健福祉センター
相談・情報交換
参加費なし

高野支所市民生活係
☎0824-86-2115「ほっとカフェ」

５月16日㈮10時～12時 下高自治振興センター

比和「あしたのカフェ」５月20日㈫13時30分～15時 比和温泉施設あけぼの荘 相談・情報交換
参加費100 円

比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

療 育 手 帳
巡回判定会 庄原 ５月８日㈭10時～16時 市役所本庁舎１階相談室 １カ月前までに要予約

社会福祉法人
広島県福祉事業団
☎082-400-9010

心の健康相談 ４月15日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

事業名 とき ところ 内容 備考

ほ の ぼ の
子 育 て 講 座

５月１日㈭
10時～12時 庄原子育て支援センター いつから始めたらいい？

子どもの歯磨き・虫歯予防のはなし
４月30日㈬12時までに
事前申し込みが必要。

子育て世代包括支援センター事業子育て世代包括支援センター事業 ●子育て世代包括支援センター　☎0824-73-1214

②
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
女
性
の

人
権
に
つ
い
て

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

☎
０ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル

５
７
０
‐
０ゼ

ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の

７
０
‐
８ハ

ー
ト
ラ
イ
ン

１
０

③
い
じ
め
、
虐
待
な
ど
子
ど
も
の

人
権
に
つ
い
て

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

☎
０フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

１
２
０
‐
０ぜ

ろ
ぜ
ろ
な
な
の

０
７
‐
１ひ

ゃ
く
と
お
ば
ん

１
０

④
外
国
語
に
よ
る
人
権
相
談

（H
um

an R
ights C

ounselling 
for F

oreigners

）

「
外
国
語
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」　

☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
‐
９
１
１

と
き　

①
～
③
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

④
９
時
～
17
時

※
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

▪
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
相
談

https://w
w

w
.jnken.

go.jp/

▪
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
じ
ん
け
ん
相
談

ア
カ
ウ
ン
ト
名　
「
法
務
局
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
じ
ん
け
ん
相
談
」

検
索
Ｉ
Ｄ　

@
linejinkensoudan

と
き　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

市
の
組
織
の
一
部
変
更

　

４
月
か
ら
市
の
組
織
の
名
称
を

一
部
変
更
し
ま
し
た
。

■
令
和
６
年
度
ま
で

　

い
ち
ば
ん
づ
く
り
課　

　
　

い
ち
ば
ん
づ
く
り
係

■
令
和
７
年
度
か
ら

　

地
域
推
進
課　
　
　
　

　
　
　
　

地
域
推
進
係

問
い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
調
整
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
８

➡

広報しょうばら／ 2025.4　18 19　2025.4 ／広報しょうばら
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広告広告

司法書士法人

広島北部司法事務所

司法書士

広告

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原

春
の
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ　
　
　

春
の
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ　
　
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

春
に
ぴ
っ
た
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

と
こ
ろ　
花
の
広
場

料
金　
有
料

▼
前
日
ま
で
に
電
話
で
事
前
予
約

　

が
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
詳
細
は
上
記
特
設
サ
イ
ト
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

「
叩
い
て
磨
い
て
、
金
属
作
品
づ

く
り
～
真し

ん
ち
ゅ
う鍮
ペ
ン
ダ
ン
ト
編
～
」

　

真
鍮
を
使
い
、
花
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
る
体

験
で
す
。

と
き　
４
月
26
日
㈯

「
ぺ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
～
お
花
の

カ
ー
ド
メ
イ
キ
ン
グ
～
」

　

お
花
モ
チ
ー
フ
の
ペ
ー
パ
ー
ク

ラ
フ
ト
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
）

を
作
る
体
験
で
す
。

と
き　
４
月
26
日
㈯

「
春
の
花
と
雑
穀
で
作
る
レ
ジ
ン

ア
ク
セ
サ
リ
ー
」

　

レ
ジ
ン
と
春
の
花
・
雑
穀
を
使

っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
る
体
験

で
す
。

と
き　
４
月
27
日
㈰

「
叩
い
て
磨
い
て
、
金
属
作
品
づ

く
り
～
ス
ズ
の
小
物
編
～
」

　

ス
ズ
を
使
い
、
お
花
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
小
皿
や
箸
置
き
な
ど
小

物
を
作
る
体
験
で
す
。

と
き　
４
月
27
日
㈰

入
園
料
無
料
日

入
園
料
無
料
日

　
「
み
ど
り
の
日
」
と
「
こ
ど
も

の
日
」
は
入
園
料
が
無
料
に
な
り

ま
す
。

と
き　

５
月
４
日
（
日
・
祝
）・

５
日
（
月
・
祝
）

※
駐
車
料
は
有
料
で
す
。

古
代
た
た
ら
鉄
づ
く
り

古
代
た
た
ら
鉄
づ
く
り

　

選
定
保
存
技
術「
玉
鋼
製
造（
た

た
ら
吹
き
）」
保
持
者 

日
刀
保
た

た
ら 

村む
ら
げ下
職し

ょ
く
の 

堀ほ
り
お尾 

薫か
お
る

氏
の

指
導
の
下
、
古
代
か
ら
伝
わ
る

「
た
た
ら
製
鉄
」
で
砂
鉄
を
燃
や

し
て
溶
か
し
、
鋼
の
も
と
に
な
る

塊
「
鉧ケ

ラ

」
を
取
り
出
す
ま
で
の
作

業
を
２
日
間
に
わ
た
り
体
験
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

と
き　
５
月
10
日
㈯
～
11
日
㈰　

と
こ
ろ　
ひ
ば
の
里　

古
代
た
た

ら
工
房

料
金　
有
料

定
員　
20
人
／
１
泊
２
日

▼
４
月
27
日
㈰
ま
で
に
電
話
で
事

　

前
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
定
員
に
な
り
次
第
、
予
約
受
付

　

は
終
了
し
ま
す
。

▼
開
園
時
間
中
の
観
覧
は
無
料
で

　

す
。

▼
詳
細
は
上
記
特
設
サ
イ
ト
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

【開園時間】９時 30 分～ 17 時（入園は 16 時まで）

「
春
の
ガ
ー
デ
ン 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ア

レ
ン
ジ
」

　

春
の
植
物
を
使
っ
て
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
に
か
わ
い
く
寄
せ
植
え
を
す

る
体
験
で
す
。

と
き　
５
月
４
日
（
日
・
祝
）

エ
ア
遊
具

エ
ア
遊
具

　

登
っ
た
り
、
滑
っ
た
り
、
跳
ね

た
り
で
き
る
、
ふ
わ
ふ
わ
の
楽
し

い
エ
ア
遊
具
で
遊
べ
ま
す
。

と
き　
４
月
19
日
㈯
～
５
月
６
日

（
火
・
休
）
の
土
・
日
・
祝
日 

10
時
～
17
時

※
受
け
付
け
は
16
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ　
大
芝
生
広
場 

料
金

1
回
券　

５
０
０
円 

３
回
券　

１
２
０
０
円

※
１
回
約
15
分

定
員　

10
～
15
人
／
回

※
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
は
３
月

現
在
の
も
の
で
す
。
記
載
内
容
は

天
候
な
ど
の
理
由
に
よ
り
予
告
な

く
変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
出
掛
け
の

際
に
は
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

県
大
会

紙
お
む
つ
購
入
助
成
券　
　

交
付
事
業

　

家
族
を
介
護
し
て
い
る
人
に
助

成
券
を
交
付
し
、
高
齢
者
の
在
宅

生
活
を
支
援
し
ま
す
。

交
付
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
要

件
全
て
に
該
当
す
る
高
齢
者
と
同

居
す
る
、
主
た
る
介
護
者

【
高
齢
者
の
要
件
】

▪
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
在
宅
で

　

生
活
し
て
い
る

▪
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
区
分

　

が
３
～
５

▪
紙
お
む
つ
な
ど
が
必
要
な
状
態

　

に
あ
る

※
介
護
者
、
高
齢
者
本
人
ど
ち
ら

も
市
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と
。

※
高
齢
者
本
人
へ
交
付
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

助
成
券

　

助
成
券
１
枚
の
額
は
３
千
円
、

１
カ
月
の
使
用
枚
数
は
２
枚
ま

で
。
３
カ
月
分
ご
と
に
、
年
４
回

に
分
け
て
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

申
請
書
に
記
入
さ
れ
た
介
護
状

況
な
ど
の
内
容
に
つ
い
て
、
介
護

支
援
専
門
員
の
証
明
が
必
要
で

す
。
担
当
の
介
護
支
援
専
門
員
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
７

２
0
２
４
年
度　

広
島
県
マ

ス
タ
ー
ズ
秋
季
水
泳
大
会

（
11
月
10
日
／
広
島
市
中
区
）

65
～
69
歳
女
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

第
１
位

65
～
69
歳
女
子
50
ｍ
平
泳
ぎ

第
１
位

女
子
４
×
25
ｍ
リ
レ
ー
（

240
～

279

歳
）

第
１
位

横よ
こ
や
ま山　

桂け
い
こ子
（
戸
郷
町
）

２
0
２
４
年
度　

広
島
県
マ

ス
タ
ー
ズ
冬
季
水
泳
大
会

（
１
月
26
日
／
広
島
市
中
区
）

65
～
69
歳
女
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

第
１
位

65
～
69
歳
女
子
50
ｍ
平
泳
ぎ

第
１
位

横よ
こ
や
ま山　

桂け
い
こ子
（
戸
郷
町
）

出前
トーク

庄原市
　市職員が地域に出向いて、市の施策や事業の説明・懇談を行う「出前トー
ク」を実施しています。
　90 以上の多彩なメニューから、聞いてみたい内容を選んでください。
　少人数でも、オンライン開催でも対応可能です。
　あなたの「気になる！」にお答えします。ぜひ、ご利用ください！

対象者　　　市内在住または市内に通勤・通学する人のグループ
時間　　　　９時～21時（原則、月～金曜日に実施）
会場　　　　申込団体・グループで準備
申込方法　　実施希望日の２週間前までに、申込書を提出
　　　　　　（ＦＡＸ、電子メール、郵送でも可）
問い合わせ　行政管理課広報統計係☎ 0824-73-1159

【令和６年度の人気メニュー】
第１位　災害に備えて
第２位　高齢者の健康づくり～フレイル予防について～
第３位　庄原版終活ノート「いきかたノート」について
※令和６年度は 110 以上の団体、約 2,000 人にご利用いただきました。

詳しくはこちら

あなたの
「気になる！」に
答えます

備北花ピクニック備北花ピクニック
５月11日㈰まで開催中！
※休園日
４月７日㈪、14日㈪、21日㈪
５月７日㈬ ※特設サイト公開中

広報しょうばら／ 2025.4　20 21　2025.4 ／広報しょうばら
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※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広報日記
▶人事異動の関係で、４月号を最後に広報しょうば
らの担当を交代することになりました。広報しょう
ばらの作成に関わって約４年間。たくさんの人に取
材をさせていただきました。取材にご協力をいただ
いた皆さん、本当にありがとうございました。今後と
も広報しょうばらをよろしくお願いします。
▶新年度になり、広報しょうばらの担当も２年目にな
ります。今年度もさまざまな催しに取材で伺います
ので、皆さんよろしくお願いします。

人の動き （庄原市の人口） 

令和７年２月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３０，９９１人（前年比－８２１人）　
男　　１４，８４４人（前年比－３６５人）　
女　　１６，１４７人（前年比－４５６人）
世帯数　１４，７２３世帯（前年比－１８９世帯）
[ うち外国人 ]　人口　５５８人（前年比＋２９人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１６，４４１人（７，７９０世帯）
○西城地域　　２，８３２人（１，２９９世帯）
○東城地域　　６，４６６人（３，２２０世帯）
○口和地域　　１，６７５人　　（７４１世帯）
○高野地域　　１，４３１人　　（６１９世帯）
○比和地域　　１，０８１人　　（５２０世帯）
○総領地域　　１，０６５人　　（５３４世帯）

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

　市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる
市民ギャラリーです。
▶ちぎり絵作品展
とき　５月８日㈭～10日㈯　10時～15時
問アート多愛夢事務局　☎ 0824-72-6405（友永）
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

４・５月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
〇草木染め教室
　とき　４月28日㈪　①９時～12時  ②13時～16時
▶イベント・展示・販売
〇シルバー人材センター（てしごとの会）
　とき　４月19日㈯・20日㈰　９時～15時
〇ゆめさくら春まつり
　とき　４月26日㈯～５月６日㈫
〇細密画展（自然を見つめる会）
　とき　５月８日㈭～６月１日㈰

☎ 0824-75-4411

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座
と　き　５月９日 （金）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

５月

とき　　４月 28 日㈪ 12 時 15 分～ 12 時 55 分
ところ　市役所本庁舎　1階市民ホール
出演者　Keys&Slides（キーズ＆スライズ）
久
く ぼ
保　幸

こうじ
治・・・・トロンボーン

久
く ぼ
保　亜

あ き こ
紀子・・・ピアノ

演奏曲目　
川の流れのように、「紅の豚」より il porco rosso、
見上げてごらん夜の星を　ほか
▶ Keys&Slides　
　令和６年、結婚を機に夫婦ユニットを結成。東広
島くららアーティストバンクコンサート、海田町音
楽祭ふれあいサマーコンサートほか多数のイベント
に出演。
▶久保　幸治
　第６回山口トロンボーンコンペティション一般の
部で第３位、第５回日本トロンボーンコンペティ
ションカルテット部門で奨励賞を受賞。
▶久保　亜紀子
　エリザベト音楽大学器楽学科ピアノコース卒業。
全日本ソリストコンテスト入選。東京や大阪、広島
市内での多数のコンサートに出演。

休日診療のご案内

時悠館　　　　　　　☎ 08477-6-0161

開館：９時～17 時、 休館：水曜 （祝日開館・翌日休館）・年末年始

（資料：日本人の食事摂取基準2025年版より）

（資料：農林水産省　大切な栄養素カルシウムより一部抜粋）

（資料：令和５年国民健康・栄養調査より）

●カルシウム推奨量（mg/日）

●食品中のカルシウム量

●カルシウム摂取量の現状（mg/日）

【日本人のカルシウム推奨量と摂取量の現状】

【カルシウムを上手に取るためのポイント】

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

庄原市の至宝「神楽面」
（比

ひ ば こ う じ ん か ぐ ら し ゃ

婆荒神神楽社蔵）
　令和５年国民健康・栄養調査の結果によると、日本人のカ
ルシウム摂取量は推奨量に達していない現状にあります。
　本市でも、国民健康保険および後期高齢者医療保険の年
代別千人当たりレセプト件数（令和５年度・外来）では、

「骨
こつそしょうしょう

粗鬆症」が上位となっています。
　骨粗鬆症予防のためには、バランスの良い食事（特にカル
シウム）と運動が大切です。毎日の食事からカルシウムをしっ
かり取るようにしましょう。

①カルシウムを多く含む食品をストックしておく。
　例）スキムミルク、高野豆腐、切り干し大根、干しエビ、
　　　干しひじき、水煮大豆など
②間食に、カルシウムを多く含む食品を取り入れる。
　例）ヨーグルト、チーズ、牛乳など
③カルシウムの吸収を助ける「ビタミン D」を多く含む食品
　を取り入れる。
　例）しらす干し、きくらげ、いわし、鮭、さんま、干しシ
　　　イタケ、いくら、うなぎなど
④毎食、１品はカルシウムを多く含む食品を取り入れる。

カルシウムを取って
強い骨を作ろう！

　写真は、「鬼
き し お う ま る

子王丸面」という
神楽面です。比婆荒神神楽の演目
の中で、鬼子王丸は神

じ ん ぐ う こ う ご う

功皇后らの
異国遠征への報復として、数千艘
の兵船を引き連れて博多沖へ襲来
し、武

た け の う ち す く ね

内宿祢らと戦います。鬼子
王丸面は比婆荒神神楽社が保有す
る中で、もっとも古いとされる神
楽面の一つです。百年以上もの激
しい使用による欠損や補修痕が、
人々の喜怒哀楽と共に場数を重ね
てきた神楽面の誇らしい経歴を語っています。
　能

の う ま い

舞の舞手にとって、神楽面は自らの身体そのもので、修
練を積んだ舞手は神楽面の傾き一つで、神仏の心の内面まで
演じます。神楽面は、美しく剥がれにくい鮮やかな塗装、頑
丈でしなやかで軽く、しゃべり易い形状など、多くの条件が
高度に要求されます。
　裏面は、荒々しいノミ痕を残しつつも、視界を広く確保し、
鼻や頬に当たらぬよう、桐材を用いて丁寧に仕上げてあり、
神楽への敬意や、「用の美」に満ちています。
　「比婆荒神神楽」は、昭和 54 年（1979 年）の国の重要無
形民俗文化財指定に伴って付けられた文化財名称です。この
うち「比婆」は戦前の比婆山顕

けんしょう

彰運動に由来し、「荒神」は
戦後の民俗学が当地の荒神・祖

そ れ い

霊祭
さ い し

祀へ注目したことに由来
します。当地の神楽の記録は、少なくとも三百年以上前にさ
かのぼります。最新研究によって、今ある神楽は、神職や神
楽社など当事者が、神楽を意味あるものにする努力を重ねた
結果であり、世の中の動きに応じた創意と「ブランディング」
の継続こそ、神楽の「伝承の原動力」であったことが解明さ
れつつあります。
引用図書
①：『東城町史』第一巻（自然環境考古民俗資料編）1996 年
②：『比婆荒神神楽の社会史』鈴木昴太 2025 年

鬼子王丸面

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。
実施日 会　場 受付時間

５月13日㈫
広島県立

農業技術大学校 10時～11時30分

広島県庄原庁舎 13時30分～
15時30分

５月16日㈮ 県立広島大学
庄原キャンパス 11時～15時

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

●東城地域

４月・５月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

４月27日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
29日（火）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900

５月３日（土）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
４日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
５日（月）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
６日（火）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
11日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
18日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180

年齢 男性 女性
12～14歳 1,000 800
15～29歳 800 650
30～74歳 750 650
75歳以上 750 600

食品名 摂取量 カルシウム量（mg）
牛乳 コップ１杯（200g） 220
プロセスチーズ １切れ（20g） 126

小松菜 1/4束（70g） 119

ひじき 煮物１食分（10g） 140
ししゃも ３尾（45g） 149
木綿豆腐 約1/2丁（150g） 180

男性 女性
499 480

広報しょうばら／ 2025.4　22 23　2025.4 ／広報しょうばら
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庄原ブランド米が全国で高評価
　米コンクール・コンテストの受賞者が木山市長を表敬訪問・2/20

　世界最大の米コンクール「第 26 回米・食味分析鑑定
コンクール国際大会 in 北

ほ く と

杜」が山梨県で開催され、「都
道府県・海外地域代表 お米選手権」部門で、「協同組合
庄原里山の夢ファーム」の村

む ら た

田定
さ だ と し

敏さん（平和町）が出
品した「里山の夢 あきさかり」が特別優秀賞を受賞し
ました。
　また、北海道で開催された「第 13 回米－１グラン
プリ in らんこし」で、西城町美味しい米作り研究会の
山
や ま も と

本浩
ひ ろ き

樹さん（西城町）の「コシヒカリ」が銅賞を受賞
し、受賞報告として、関係者の皆さんが木山耕三市長を
表敬訪問しました。
　本市には「里山の夢 あきさかり」をはじめ、特色の
ある栽培方法で育てられた、たくさんの「庄原ブランド
米」があります。
　このたびの受賞により、本市の米が高品質で、おいし
い米の産地であることが全国に PR されました。

■第 26 回米・食味分析鑑定コンクール国際大会
　食味や味度（飯粒表面の保水膜の量）を審査するた
め、米の“味”をとことん追求した方法で評価される
世界最大の米コンクール。

左からJA ひろしま庄原地域 営農販売課の池上徳明課長、西
城町美味しい米作り研究会の荒木勲副会長、山本さん、木山市
長、㈿庄原里山の夢ファームの村田さん、市川基矩理事長


